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わ
ち
交
通
体
系
の
変
化

に
対
ず
る
農
民
側
の
反
更
は
、
既
に
松
平
l

越
中
守
定
信
の
頃
よ
り
誌
め
ム
ヂ
れ
る

へ
8
)

が
、
品
川
和
十
回
避
の
積
極
的
行
動
に
発
展
し
た
の
は
天
保
取
に
至
っ
て
か
ら
で
あ

っ
た
。一

房
総
に
お
け
る
助
郷
役
負
担
反
対
運
動
の
代
表
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、

ナ
ヤ
項
で
述
べ
る
佐
会
常
務
領
の
総
判
明
h
V
J

川
村
及
び
後
述
す
る
生
実
藩
領
の
鯨
場
浜

自
id

村
と
、
新
に
人
島
伸
一
提
出
を
合
ぜ
ら
れ
た
村
々
と
の
対
立
で
あ
る
。
以
下
『
人

(
9
)
 

民
一
件
臼
記
録
』
に
よ
っ
て
そ
の
自
性
過
に
つ
い
て
述
へ
て
み
よ
う
。

天
保
十
例
年
二
戸
J
ヘ
目
、
佐
合
涯
に
お
い
て
は
、
松
平
駿
河
守
の
一
房
一
総
御
倫

相
叩
じ
ん
分
と
、
同
家
中
の
引
越
の
た
め
に
必
要
な
人
馬
ι
f
E
一
人
峯
・
上
坂
尾
・
下
坂

日
山
・
川
一
戸
・
仁
一
戸
名
・
尾
久
喜
・
ん
や
ハ
作
の
七
夕
村
に
提
出
さ
せ
、
領
内
の
継
場

で
あ
る
繁
川
村
の
助
郷
に
あ
て
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
向
月
七
ヶ
村
は

A
}

】
仏
陀
齢
を
役
所
{
勾
に
提
出
し
て
い
る
。

願
書
に
よ
れ
ば
、
寒
川
村
は
千
葉
・
登
戸
・
黒
砂
・
千
葉
寺
諸
村
と
一
組
K
な
り
継

立
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
の
久
y
e
H

千
葉
は
土
気
・
本
納
を
経
て
外
一
房
へ
と
至
る

'fa

気
往
還
の
継
場
で
あ
り
、

寒
川
村
と
共
に
人
馬
を
融
通
し
あ
っ
て
継
立
を
行

っ
た
の
で
あ
《
号
。
七
ル
村
は
新
鋭
防
郷
を
受
け
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
、

H
毎
年
九

f
三
月
に
か
げ
、

閉
そ
、

仁
一
戸
名
村
を
摂
村
と
し
て
七
夕
村
は
冬
御
鷹
御

き
ら
に
毎
豆
郡
約
一
利
村
を
摂
村
と
し
、
御
鷹
御
用
今
一
勤
め
て
レ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ム
一
¥

他
村
へ
助
人
馬
を
提
出
し
た
旧
例
が
な
い
c

口
宿
継
人
民
防
疫
・
加
問
等
は
往
古
よ
り
旧
例
が
な
レ
。

白
文
化
度
松
平
定
信
通
行
め
際
も
人
篤
を
提
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し
た
こ
と
は
な
く
、

年
八
月
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寒
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時
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仁
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名
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戸
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折
、
民
間

ク
村
は
人
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を
提
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し
た
が
、
先
例
と
し
な
い
約
束
が
あ
っ
た
。

平
八
何
十

四
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寒
川
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葉
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組
合
大
家
数
之
場
所
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差
支
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る
と
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井
村
組
合
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に
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勤
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い
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海
道
御
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之
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故
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さ
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以
上
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に
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所
・
御
他
領
ニ
不
拘
、
近
村
御
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申
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候
、

設Z

」
と
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佐
倉
孝

が
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で
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農
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に
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の
負
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を
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原
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品
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村

K
負
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時
吃
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よ
い
と

し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
免
除
を
願
い
出
た
村
方
は
、

「
初
発
御
代
{
呂
様
江
郎
容
俗
上

す

- 4 -

絡
之
旨
被

仰
渡
、

一
同
町
宿
預
ケ
」
と
な
り
、
藩
代
{
巨
安
塚
右
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十
二
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代
桜

摩
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仁
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仁
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所
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間
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制
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助
燃
と
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と
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う
に
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，

口
1-t! 

ヤ1

ぱ 1

放
た
一
m
-
止
円
一
軒
門
担
、

ドし仁川luuu、、

J24古十寸司〆

付
ぃ
ロ

紅、

口1
、

的
¥
ド
・
制
作
市
山
町
、

在
日
日
れ
名
川
村
判
明
村
に
け
d
属
す
る
同
引
い
刊
か
-
ん
に
わ
て
ト
E
ι

北
条
、

i

)

}

ツ

44'・バ一
v
.
2

，V

内
山
一
治
め
佐
山
ま
で
の
U
同
総
〆
れ
同
妊
に
町
一
レ
て
川
町
い
7

丈
J
7
一
ト
勺
に
た



げ
て
お
く
こ
と
に
す

E
C

川
化
相
柄
引
が
吋
(
江

二
本
町
川
山
和
記
J
-

之
供
一
ノ
組
合
札
f
J
一
一

一
、
検
義
名
伝
説
九
ヶ
ド
十
一
一
」
円
、

月
忙
い
い
ご

ι
町一江郎一一信仏、

ゴ
パ
井
一
円
?
斗
i
h

、
円
が
・
山
日
刊
だ
等
に
俣

牧
村
吻
附
ニ
肘
い
除
之
、

其
ム
η
之
、

廿
↓
↑
、
ふ
一
つ
穴
々
計
リ
ハ
'
仮
位
領
布

trJ
円
L
E官
H
r
F
ι

劃
町
立
A
i
印
伏
、

一
、
れ
古
紙
不
一
之
義
ハ
u
m
ム
は
拾
イ
}
ケ
叶
持
ニ
裕
定
向
山
信
、

一
、
南
終
結
九
h

ノ
村
君
、

矢
内
ι
統
計
し
伝
釘
山
町
長
且
一
正
ふ
入
ニ
、
人
足
弐
τ
トいも
Z
衿一

人
、
九
九
拾
疋
走
払
候
ト
士
、

人
存
差
出
し
一
付
M

一一叫一之ニハハベ

巴
デ
、
一
一
人
お

同
僚
ニ
紋
ん
向
転
、

(

中

前

町

)

一
、
府
中
組
乙
円

一
ト
一
民
s
u
h
d
外
九
舟
行
事
一
筏
也
ぃ
一
山
上
涼
)
5
4
A
t
e

品川出~何一
k
F
I

手、

申

告全

て
北
条
紋
場
こ
義
円
、

日
ム
口
拾
三
ヶ

J
F
1
h一
↑
一
一
副
日
定
日
銭
、

(
以
下
略
)

以
上
の
よ
号
に
村
側
が
作
成
し
た
総
合
は

改
め
て
M
M
Z
一
釈
の

km
む
を
と
し

て
仰
夜
さ
れ

日
ム
口
内
部
に
お
け
る
わ
伊
に
つ
い
て
の
話
予
が
行
わ
れ
ザ
い
と
。

そ
れ
に
つ
い
也
て
は

一
弘
化
二
年
一
月
七
一
戸
止
す
品
夜
門
誌
ム
一
]
山
一

-
人
〉
一
ー
で
す
一
?
一

U
H
b
A
b
4

日
H

弓
J
f
，P
A

ι

事』

に
よ
「
て
知
る
こ
と
か
で
亨

E
C

一
ム
寸
般
半
等
調
趣
意
ニ

r

御
旬
円
分
組
合
特
ず
一
-
h
M
P
一
刊
誌

れ
涯
、

以
コ
本
昨
日
時
出
円
台
J
J
一
は
ヤ
一
一
竺
一
九
九
訟
々
ご
だ
…

前
陀
候
叩
仰
い
共
、

御
一
一
伝
ニ
h
R
J
民
候
!
と
て

メ
ノ
日
山

一
花
定
候
払
一
、

ιJ口一一」ル斗
J

Z

一

ヰ

J

-

1

4

割
之
侠
-
一
一
H
J
、

-
日
川
一
ト
村
市
~
健
一
ノ

一
』
、
2

3

4

1

・

u
h
i
h
a
r
H
u
z
f
 

f
l
y
S
T
E
t
 

本
γ

}

拡
色
久
市
一
行
ア
-
t
人
ι
u
b
d

村
ニ
↓
「
‘
供
、
円
停
止
一
、

号

、

吋

久

P

、

一生一切
-
h
p

ノ、

ヰ一一

FW
弘
主
そ
ご
ご
手
一
一
~
~
乙
r

1

4

一一一円旬

ヰ
村
三
口
町
一
乞
一
一
本
A
M
F
Z
い
れ
島
駅
長
;
円
、

(川川

τ
V
L

し
}
十

z
j

ニ
ト
ュ
七
、

必い

O
R
昨
・

τ
i
W
Hト
ロ
長
会
計
一
七
六
一
石
ム
ケ

LZrの
内
山

一4-

，rfか」サー…

L
U引
い
v

た
十
七
一
ド
山
仁
的
旧
知
rト
バ
が
か
け
ら
れ
る
よ
z
つ
に
な
「
て
い
ミ
。

さ
ム
一
仁
南
町
山
・
ね
校
十
戸
川
い
引

t
、
十
自
民
わ
一
官
叫
が
役
高
か
ら
芸
し
引
か
れ
て
い
"
る
。

こ
う
し
た
状i
授
か
ム
み

れ
一
平
下
絵
円
f
d
m
m
及
吋
J
煮
干
の
佐
保

安
一
切
-
ち
十
回

に
お
け
る
交
通
的
経
唱
の
湾
総
民
一
は
、

仔
と
ん
ど
農
村
新
れ
抵
抗

ιな
ぜ

主芋

に
怒
「
}
l
v
ι
H
た
め
も
れ
た
よ
ろ
で
ふ
る
G

リμ
降
松
平
炉
~
後
一
J

J

係
分
と
な
旬
、

叩
ド
一
ム
口
村
内
部
に
名
干
の
さ
一
両
し
が
行
わ
れ
、

き
ム
に
倍
前
日
開
山
ザ
頃
怖
が
い
平
野
一
孜
、
が
海
併
わ
お
辿
せ
す
る
に
五
十
一
〔
ノ
て
、

松
平
慶
肢
の

付
山
知
と
な
っ
宇
た
村
訟
と
従
↓
?
の
会
津
薄
松
平
岡
町
〕
後
(
寸
領
、
と
の
村
豹
に
父
島
e

や
わ
杓

E
円一
t
J
小
山
山

こ
小
島
組
合
村
に
い
く
ら
か
の
続
威
普
い
か
み
ム
一
れ
た
よ
へ
で
ふ
と
。

お

わ

り

に

ト
川
上
幕
府
a

の
治
防
政
策
に
作
う
交
通
政
策
に
う
レ
て
述
べ
て
L

ぎ
た
か
、

-10-

一日い伝

に
対
寸
る
義
一
間
併
の
i
m
円
い
町
、
舎
が
一
的
尽
に
h
t
u
辞
し
て
い
な
い
た
め
.

位
よ
口
…
か
ん
た
空

ら
ぬ
じ
一
時
4
4
J

と
た
〔
ノ
て
し
ま
っ
た
。

一
対
計
公
一
還
に
お
け
る
交
通
組
織
と
、

海
防
に
よ
る
交
通
量
の
掛
川
十
〈
と
に
つ
い

て
を
ま
と
民
て

λ
る
と
、
下
伝
L
F

仙
波
に
わ
昨
レ
て
は
、
常
に
一
定
作
入
品
髭
1

法
主

-
家
口
一
一
・
開
時
計
H
U
F
レ
戸
一
均
一
行
は
房
子
往
還
の
一
ト
ι
h
i
旬
域
か
ら
一
均
給
ぃ
止
長
名
民
的
r
、
し

ιι中
う
て
い
/
7
1
いか
b
酌

f
J

た
た

fJ

内
総
と
し
て
は
小
規
終
な
去
町
通
行
で
ふ
れ

ば
こ
れ
か
一
宇
~
r
M
υ
乞
再
ハ
で
さ
一
エ
ら
だ
け
わ
叫
問
片
山
い
札
を
右
し
て
レ
た
と
み
p
h
れ
る
c

Fノ

た
め
こ
K

ー
し
た
z
m
-
政
わ
た
一
刊
に
お
い
〉
~
ば
、

受
注
目
買
の
変
化
が
、

宗
一
引
に
一
と
っ

J
-
Y
一
わ
一
昨
円
十
日
白
九
め
丸
一
判
的
一
ぢ
~
河
市
だ
a
h
す
め
J
j
s
t

局
場
卒
、
と
し
て

Pγ
え
る
こ
と
ゴ
で
A
守

ア
U

4

』
ぱ

h
w
い
が
い
人
一
p
h

，
h



こ
の
た
め
海
防
に
よ
る
交
治
主
が
増
大
し
初
め
る
と
、

条
件
を
つ
け
'
つ
つ
付

方
は
そ
れ
を
負
担
し
、

そ
の
魚
抱
が
限
界
点
に
達
す
る
や
直

天
保
期
に
至
旬
、

ち
に
各
所
に
お
い
て
助
郷
免
除
の
献
が
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
農

村
間
と
し
て
は
、
こ
号
し
た
宣
き
が
各
所
に
お
い
て
起
き
た
た
め
、
そ
れ
そ
れ

の
配
き
を
円
分
析
し
つ
つ
肘
疫
免
片
品
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
ふ
る
。

一
方
上
位
に
の
南
部
・
{
女
房
む
伐
に
お
け
る

F-
成
の
交
乏
口
組
円
織
は
下
佐
及
び
上

総
北
部
に
比
較
す
れ
ば
未
発
達
の
状
容
に
あ
町
、
伝
説
腕
と
い
っ
て
も
特
定
な
透

行
の
み
を
処
理
す
る
総
肢
と
い
v
k
y
t一
忌
誌
が
強
か
っ
た
よ
ろ
で
あ
る
。
民
法
誌
に

あ
っ
て
は
峯
問
牧
の
再
興
に
よ
h

交
一
迫
阿
見
続
が
あ
る
程
度
純
絞
化
さ
れ
、
午
ハ
間
川

年
間
に
学
備
さ
れ
る
と
そ
れ
を
母
体
と
し
て
海
防
の
通
行
れ
一
死
に
あ
た
る
よ
う

に
な
り
、
安
一
対
地
域
で
は
天
保
末
か
ら
弘
化
初
年
に
か
け
て
海
防
を
担
当
す
る

一
蒋
の
手
に
よ
っ
て
一
挙
に
紹
絵
化
さ
れ
て
い
る
が
、

』
れ
は
総
絞
が
未
発
送
で

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
海
防
政
策
が
交
通
に
与
え
た
彫
響
は
多
大
な
も
の
で
あ

η
、

今
後
は
扮
精
気
量
悶
i

に
一
任
認
き
れ
た
安
保
地
以
内
の
史
料
を
も
と
に
、

一
得
吃
と
灼

防
の
関
係
や
一
伝
ム
口
酌
に
誤
べ
て
み
た
い
、
。

(
千
葉
県
庁
)

注
(
1
)
 

丹
治
健
蔵
「
弘
化
取
に
お
け
る
江
戸
湾
防
備
問
題
と
奥
田
信
取
玖
人
ニ

(
『
制
耕
一
対
外
関
係
と
政
治
文
化
第
一
一
一
』

頁

一
九
七
問
)

一
二
三
l
二
え
ム

(
2
)
 

「
大
段
海
山
'
M

艶
同
僚
肥
後
細
川
文
一
の
一
問
所
支
配
」

伊
藤
好

(
『
二
一
清

古
文
化
ニ
ニ
』

一
九
七
七
)
四
九

i
五
ヘ
ナ
バ

(
3
)
 

『
御
触
再
現
一
口
寛
保
集
成
』
ム
ハ
一
五
二
五
号

(
4
)
 

『
新
訂
寛
政
重
修
詩
家
諮
一
』
一
二

O
五
頁

(
5
)
 

本
節
に
お
い
て
引
用
し
た
史
料
で
、
特
に
注
の
な
い
も
の
は
『
通
航

一
覧
八
』
及
び
『
送
配
一
覧
同
居
第
五
』

に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

(
6
)
 

鍔
南
町
続
『
日
野
+
富
山
町
史
』
(
一
九
六
九
)
六
回

l

一
三
九
頁

千
夜
十
一
沼
町
{
女
房
坑
鰐
馬
町
川
名
家
文
書

(
7
)
 

(
8
)
 

千
奪
一
市
総
『
千
葉
一
町
史

(
一
九
七
七
)

vふP
L 

ゅ
~ip
続
2

近
世
』

頁

(
9
)
 

同
右
所
収
。
こ
の
日
記
録
は
事
件
の
詳
細
な
経
過
と
願
書
等
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

(
川
)

本
節
は
野
村
兼
太
郎
『
近
世
社
会
経
済
史
研
究
』

一
九
四
八
一
向
収
の

「
下
位
附
生
家
、
領
助
郷
騒
動
」

W
L

拠
っ
た
。

- 11-

(
け
)

五
郷
組
合
に
つ
い
て
、

野
村
兼
太
郎
氏
は
な
ん
ら
述
べ
ら
れ
て
い
な

、
.a--

L
A
r
d
 

こ
れ
は
上

FK
・
下
絞
に
お
け
る
組
合
村
で
あ
る
。
仙
川
一
得
「
上

ιh

(
『
市
原
地
方
史
研
究
九
』
)

に
お
け
る
組
合
村
と
交
通
組
伝
に
つ
い
d

i

」

を
参
照
さ
れ
た
レ
。

(
口
)

千
葉
県
船
『
手
葉
県
白
人
科
近
悦
信
上
位
国
下
』

(
一
九
六
ご

口
ぢ
史
料

(
げ
)

対
稿
「
関
東
に
お
け
る
交
通
の
形
成
と
展
開
」

(
『
交
通
史
研
究
三
』

一
九
七
人
)

r、、 r、、

1 5 1 4 
、司，ノ、、，〆

千
葉
県
木
更
渡
市
中
山
家
文
書

千
葉
県
絹
『
千
葉
県
史
料
近
品
民
間
安
一
房
一
回
上
』
六
八
号
史
不

(

げ

叩

)

千
$
4

芦
田
陀
安
房
郡
鉱
南
町
川
名
家
文
書
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